
　右掲は、食品売り場などで見かける試食コーナーの風景を描いたもの

です。有名な大手食品メーカーでも新製品を発売する時に、この試食会

という手法を用いることがあります。確かに、ＴＶなどでコマーシャルを流

していても、なかなか商品が普及しない時などに行うケースが多いので

す。メーカーは、場所代と人件費を負担してでも試食会を開く本音の部

分はどんなものなのかをご紹介したいと思います。

　まず、ランチェスターの弱者の戦法を思い出して頂きたいのです。新製

品は認知して頂けることが重要なのです。有名なＡＩＤＭＡ理論でも、

Ａ：Ａｔｔｅｎｔｉｏｎ：注意を引く、Ｉ：Ｉｎｔｅｒｅｓｔ：興味を持ってもらう、Ｄ：Ｄｅｓｉｒｅ：欲しいなぁと思って頂く、Ｍ：Ｍｅｍ

ｏｒｙ：記憶する、Ａ：Ａｃｔｉｏｎ：購入して頂くという流れなのです。このイラストを例にとると、対象となるお客様が

集まる場所に出向いてコーナーを作り、販売員を派遣して試食を勧誘して、「おいしいなぁ」とか「新製品が

出た」などの欲求を喚起して、その場で購買とならなくても「記憶」してもらって、欲しくなったら買ってねとい

うソフトな販売促進法なのです。

　しかし、試食をしている人が購入する確率が低いように見えるのです。仮に、３％の確率（非存在シェア）と

した場合、１００人で３名のご購入なのです。仮に、３００円の商品だったらとしたら、１日に３００人の試食とす

ると１０名も買ってくだされても３０００円にしかならないのです。これでは、１００％粗利でも販売員の日当に

もならないのです。でも、前号のアリストの法則でもご紹介しましたように「潜在客」は１０倍いるのです。このｘ

１０倍の法則がポイントなのです。商品に興味をもった人が試食の方の１０倍隠れているという事なのです。

すなわち、Ａ⇒Ｉ⇒Ｄ⇒Ｍで「記憶」に留まった方々なのです。

　このままでは、その場の収支という意味では「損」なのですが、心理学に「返報性の原理」という言葉があり、

１００名うち３名しか買わなかった方々も「試食」というインパクトを受けたので

深層心理的に「おいしいから・・」という反省の気持ちが働くのです。この記憶

が消えないうちに、もう一度、試食会に遭遇すると購入の確率はグッと向上す

るのです。それは、「前に食べた」という「安心感」が大きく働くのです。これも

アリストの法則のようにｘ１０倍なのです。従って、３％が３０％に高まり、段々、

確率が高まるのです。従って、こういう催事をされる方は商品にもよりますが、

連続２週間という風に、長期間、一箇所に留まる方が効果的なのです。

　この「返報性の原理」は、商品や商売の形態に関らない普遍性のある原理

なので、できるだけ長期間のイベント化がキーワードになります。ある催事関

係者の話だと顔見知りになるので、声かけも出来るようになり、結構、高額の

「鍋」でも催事の終了間際に、こういう顔見知りに「ちょっと、訳あり・・」と迫って

値引きして在庫を掃かすとおっしゃっていました。当社も昨年、大阪商工会

議所の「勧業展」に出展しましたが、こういう類は定点観測的に、毎年、同じ

場所で反復すると「去年も出ていた・・」という「記憶」を蘇らせて「安心」が生ま

れコーナーに立ち寄られるという経験則を活かせて行きたいです。

Ｖｏｌ．

発行：(有)エー・エム・アイ

ＭＭＱＣとは「もっと儲かる業務改善」で「業務改善は、人づくり、動きづくり」を実践する着実・前向き・具体的な活動です。

平成２５年１月１日（火）

今回は「返報性の原理」から「催事」のコツをご紹介
しています。ワンポイントで「笑い」⇒「財布の紐」と
していますが、笑うと財布の口も笑って開くのです。
確かに、小売店を見ているとジョークの上手な店員
さんが成績を上げています。ご参考に。　　栩野

「返報性の原理」

〒545-0001　大阪市阿倍野区天王寺町北１丁目８番４７号４１１号室

電話：０６（６７１３）４１６１、Ｆａｘ：０６（６７１３）４１６２　担当：栩野（とちの）

ワンポイント・アドバイス

　　「笑い」⇒「財布の紐」

今月は催事のこともご紹介して

いますが、この催事販売のコツ

は「笑い」なのです。いかにして

お客様を笑わせるかがポイント

なのです。新人の方が一生懸命

になっても効果

がなく、ベテラン

の一言が笑いに

なって購買に

結びつける

のです。

　　　　　　　　　反復＝⇒記憶＝⇒安心＝⇒行動
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如何ですか
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